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研究課題 格差社会における介護問題 

研究キーワード 格差社会 介護 
当年度計画に対す

る達成度 

3.概ね順調に研究が進展し、一定の成果を

達成したが、一部に遅れ等が発生した 

関連する 

SDGs項目 

3.すべての人に健康と

福祉を 

10.人や国の不平等をな

くそう  
該当なし 該当なし 

１． 研究成果の概要 

 コロナ禍での介護現場の状況について分析し、「コロナ下の介護危機」を発表した。その他、「社会保障と財

政」、「ドイツのケアマネジメント」を執筆した。しかし、予定していたアンケートデータなどの再分析は進ま

なかった。 

 

２．著書・論文・学会発表等（査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【論文（査読あり）】 

なし 

 

【著書・論文（査読なし）】 

 「第３章 社会保障と財政」川村匡由（編著）『入門 社会保障』ミネルヴァ書房、2021 年 5 月、pp.39-55。 

 

【学会発表等】 

（その他） 

「ドイツのケアマネジメント」一般社団法人日本ケアマネジメント学会（編集）『ケアマネジメント事典』中

央法規出版、2021 年 11 月、pp. 398-399。 

「コロナ下の介護危機」日本経済新聞「経済教室」2021 年 7 月 8 日 

 

３．主な経費 

学会費、関連書籍の購入などに使用した。パソコンの購入のために、来年度に経費を繰り越した。 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

【その他の活動】 

生活経済学会 理事 

 東葛中部地区総合開発事務組合立みどり園指定管理者審査会 会長 

Web マガジン『WEDGE Infinity』「人員増でない介護・看護を充実させる新たな処方箋」（2022 年 3 月 16

日）にコメントが掲載。 

 

 

 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 

 


